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当施設では、利用者一人ひとりへの個別ケアを重視し、食事・入浴・排泄などの日

常生活の介助、機能訓練、健康管理など、生活全般を支援している。また、ボラン

ティア活動の支援・介護技術講座等の開催・教育機関との連携・福祉人材の育成な

ど多角的な交流を通して、区立施設として地域社会に貢献しており、特に看取り介

護・口腔ケア・認知症ケア・姿勢ケアに力を入れて取り組んでいる。

《１．研究前の状況と課題》

芦花ホームでは平成２３年度事業計画の

中で「シーティング・ポジショニングを実施

し、利用者にとって安楽な姿勢で自立的生活

ができるよう支援する」を掲げた。

 その背景には、姿勢に対する意識や知識が

不十分であったこと、良い姿勢を周知する方

法と手段が無くて職員によってケアのばら

つきが生じていたことがあった。

個別性に応じた「利用者にとっての良い姿

勢」を考えるにあたって、どのように検討し

評価するか、サービスの質の標準化を図るた

めに職員へどのように周知していくかが課

題として挙がった。そのためには、職員の姿

勢に対する理解や、意識の向上も必要である

と考えた。

また、介護士だけでなく多職種による関わ

りがなければ、自立的生活の支援は困難であ

ると考えられた。

以上のような理由から、介護士・看護師・

理学療法士による姿勢チームを立ち上げ、多

職種協働による姿勢ケアに取り組んだ。

《２．研究の目標と期待する成果・目的》

 姿勢チームでは、利用者一人ひとりの姿勢

を見直し、シーティング・ポジショニングを

実施することで、その方にとっての「良い姿

勢」を整えて、身体痛の軽減や褥瘡の予防、

食事の自力摂取や誤嚥防止などを目指した。

また、チームの取り組みを周知していくこ

とで、職員にも「良い姿勢」をみてもらい、

姿勢に対する理解の向上を図った。姿勢の変

化から利用者の活動の変化を感じてもらう

ことで、職員全体の意識の向上につながるこ

とを期待し、目的とした。 
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《３．具体的な取り組みの内容》

芦花ホームでは、平成２３年度に入居者１

００名中、４４名の利用者について、シーテ

ィングとポジショニングを実施した。具体的

な取り組みは以下のとおりである。 

①対象となる利用者の選定 

姿勢の検討が必要と思われる利用者を抽

出し、選定する。 

②姿勢チームでの「良い姿勢」の検討 

利用者が生活を行っていくうえで必要と

思われる場面（ベッド上臥位や車椅子座位な

ど）ごとに「良い姿勢」を検討し、適切な椅

子やクッションを用いて調整する。 

③個別シートの作成と周知 

検討した「良い姿勢」について、見ただけ

でわかるような写真付きの個別シートを作

成する。フロア全職員が同様に実践できるよ

うに、リストの作成や申し送りへの追加など

で周知を行う。 

④評価 

評価期間を設けて、検討した姿勢について

観察・記録を行う。生活の中での不具合の有

無について姿勢チームで評価し、必要な場合

は再検討を行う。 

本研究では、３名の利用者を選定し、上記

の取り組みにおいて得られた効果を検証し

た。また、職員へのアンケートを実施し、姿

勢に対する意識の変化について調査を行っ

た。 

《４．取り組みの結果と考察》

普通型車椅子にて立ち上がりなど落ち着

きがみられなかった方が、座面調整を行った

ことで落ち着かれて、他者との交流など楽し

みの時間を持てるようになった。 

リクライニング車椅子上で姿勢が崩れて、

全介助で食事摂取していた方が、車椅子をテ

ィルト型へと変更し姿勢が安定した。食事の

介助量が減少し、自力摂取の場面が増え、活

気も向上し様々な訴えも増えてきた。 

車椅子上で身体の傾きや傾眠が目立ち、食

事もほぼ全介助であった方が、食事の際に調

整された椅子に移乗することで傾きが減少

し、食事も自力摂取できるようになった。 

アンケートから、職員ごとに当て方が一様

でなかったクッションの種類や位置が統一

され、椅子・車椅子上にて過ごされる利用者

に対する「座り直し」が習慣化したなど、利

用者だけでなく職員の変化もみられた。

《５．まとめ、結論》

シーティング・ポジショニングを実施し

「良い姿勢」を整えたことにより、身体面や

生活面において良い効果が得られた。 

アンケートの結果、ほとんどの職員が利用

者への良い効果を実感しており、姿勢に対す

る意識の向上もみられた。 

《６．倫理的配慮に関する事項》

 なお、本研究発表を行うにあたり、ご家族

に口頭にて確認を行い、本研究発表以外では

使用しないこと、それにより不利益を被るこ

とはないことを説明し、回答をもって同意を

得たこととした。

《８．提案と発信》

姿勢を直す意味と目的を明確にしたうえで「良

い姿勢」を検討し、情報を共有してサービスの質

の向上を図ることが必要である。そのためにも多

職種が連携し、利用者の「良い姿勢」に対する職

員意識の向上を図り、利用者一人ひとりが「より

良い姿勢で、より良い生活」を送ることが出来る

よう支援していかなければならない。
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